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岩
村
会
長
挨
拶

　

平
成
二
十
九
年
度
「
ぐ
ん
ま

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
」
第
一
一
二
号
発

刊
に
あ
た
り
読
者
の
皆
さ
ん
に

感
謝
し
て
会
長
挨
拶
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
日
頃
か
ら
県
Ｐ

連
会
員
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

役
員
・
理
事
そ
し
て
事
務
局
の

皆
さ
ん
に
熱
心
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
公
益
社
団
法
人
日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
理
事
な
ら
び

に
関
東
ブ
ッ
ロ
ッ
ク
協
議
会
会

長
に
群
馬
県
Ｐ
会
長
と
し
て
出

向
し
て
お
り
、
重
責
を
全
う
い

た
し
ま
す
。

　

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
二
十

三
日
に
県
内
十
二
郡
市
で
発
足

し
た
「
群
馬
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
」に
始
ま
る
県
Ｐ
連
は
、「
群

馬
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
」

を
経
て
現
在
の
「
群
馬
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
」
と
改
称
さ
れ
て
、

県
内
十
九
郡
市
（
七
郡
十
二
市
）

の
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
・
連
絡
協

議
会
で
構
成
さ
れ
ま
し
て
皆
さ

ん
の
ご
協
力
と
ご
理
解
の
も
と

創
立
六
十
八
年
の
歴
史
を
迎
え

ま
す
。
県
Ｐ
連
で
は
、役
員
会
・

理
事
会
（
主
に
各
郡
市
協
議
会

長
に
て
理
事
構
成
）、
各
専
門
委

員
会
等
を
組
織
し
連
合
会
の
企

画
運
営
を
協
議
し
、
年
四
回
開

催
さ
れ
る
理
事
会
に
諮
り
な
が

ら
定
期
総
会
で
承
認
い
た
だ
い

た
活
動
方
針
の
も
と
事
業
を
推

進
し
て
お
り
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
、
今
年
度
開
催
い

た
し
ま
す
第
四
十
九
回
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
群
馬

大
会
は
、
開
催
決
定
し
た
三
年

前
か
ら
の
開
催
準
備
・
大
会
運

営
計
画
等
に
携
わ
っ
た
県
Ｐ
連

大
会
実
行
委
員
メ
ン
バ
ー
の
絶

え
間
な
い
協
力
の
積
み
重
ね
が

必
ず
や
報
わ
れ
、
見
事
に
大
成

功
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

　

第
一
日
目
は
市
内
七
会
場
で

の
分
科
会
で
す
。
第
四
分
科
会

「
家
庭
教
育
」
以
外
の
六
分
科
会

は
群
馬
県
内
各
郡
市
Ｐ
連
を
六

ブ
ロ
ッ
ク
分
け
て
運
営
を
担
当

し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ

る
各
郡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
企
画
を
お

楽
し
み
下
さ
い
。

　

ま
た
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
各

研
究
発
表
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様

に
は
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
二
日
目
の
全
体
会
は
、
開
催

地
の
高
崎
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が

運
営
主
体
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。「
い
じ
め
問
題
・
教
育
問
題
」

に
つ
い
て
、
阿
部
裕
二
氏
か
ら

の
ご
講
演
を
お
聴
き
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
関
ブ
ロ
Ｐ
Ｔ
Ａ
研

究
大
会
群
馬
大
会
の
テ
ー
マ

「
伝
統　

自
尊
感
情　

自
立
し

た
大
人
へ
の
架
け
橋
～
絹
の
国

か
ら　

未
来
を
自
分
ら
し
く
生

き
抜
く
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

た
め
に
～
」
の
よ
う
に
、
歴
史

と
伝
統
に
支
え
ら
れ
た
自
校
の

活
動
を
見
直
し
な
が
ら
改
善
・

充
実
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、

今
年
度
、
私
た
ち
群
馬
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
大

切
な
ひ
と
つ
の
事
業
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
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定
期
総
会  

定
期
総
会
開
催

『
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
仙
台
大
会
に
参
加
し
て
』

 

広
報
委
員
会
委
員
長
　
高
山
　
英
記

群
馬
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

定
期
総
会　

盛
大
に
開
催
！

　

六
月
二
日
（
金
）、
群
馬
県
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て
、
平
成
二
十
九
年
度
群

馬
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、「
子
ど
も

た
ち
の
た
く
ま
し
く
生
き
る
力

を
は
ぐ
く
む
た
め
に
、
自
ら
学

ぶ
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
推
進
し
よ

う
！
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
県
内
か
ら
各
地
区
の
代

表
や
多
く
の
会
員
が
集
結
し
ま

し
た
。

　

国
歌
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
歌
を
全
員

で
斉
唱
、
岩
村
会
長
の
挨
拶
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
来
賓
の

方
々
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
い
た
後
、

群
馬
県
教
育
委
員
会
か
ら
、「
高

　

八
月
二
十
五
日（
金
）二
十
六

日（
土
）の
二
日
間
、
杜
の
都
・

仙
台
に
、
全
国
各
地
か
ら
七
千

三
百
人
が
集
い
、
第
六
十
五
回

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
仙

台
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

群
馬
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
も
、

五
十
一
名
も
の
多
く
の
方
々
で

参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

仙
台
地
方
は
、
こ
の
夏
、
天

候
不
順
で
、
我
々
が
訪
れ
た
際

に
は
、
降
雨
連
続
が
三
十
六
日

に
お
よ
び
、
観
測
史
上
一
位
、

八
十
三
年
ぶ
り
に
記
録
更
新
す

る
と
い
う
記
録
的
な
長
雨
で
し

た
。
そ
ん
な
中
、
大
会
が
始
ま

る
と
雨
も
上
が
り
、
全
国
か
ら

集
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
の
熱

い
思
い
が
伝
わ
っ
た
か
の
様
に

校
教
育
改
革
の
推
進
」、「
ぐ
ん
ま

の
親
の
学
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

つ
い
て
行
政
説
明
を
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
群
馬
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
、

団
体
表
彰
三
十
五
団
体
、
個
人

表
彰
三
十
三
名
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

ま
た
、
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
入

賞
校
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！
来
年
の
入
賞

へ
向
け
て
、
よ
り
良
い
広
報
紙

を
作
っ
て
く
だ
さ
い
！

　

成
立
確
認
が
行
な
わ
れ
た
後
、

髙
橋
副
会
長
が
議
長
と
な
り
、

平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
報
告
、
監
査

報
告
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

晴
れ
間
が
の
ぞ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、「
つ
な
が
ろ
う

Ｐ
Ｔ
Ａ
！
子
ど
も
た
ち
の
輝
く

未
来
の
た
め
に
～
杜
の
都
発
！

み
ち
の
く
の
今
を
伝
え
た
い　

感
謝
の
思
い
と
確
か
な
歩
み
と

と
も
に
～
」
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
同
士
が

繋
が
り
を
深
め
合
っ
て
子
供
た

ち
を
多
く
の
目
で
み
る
こ
と
と
、

震
災
か
ら
の
復
興
の
姿
を
見
て

も
ら
い
、
数
多
く
の
支
援
に
感

謝
の
気
持
ち
を
表
す
こ
と
を
趣

旨
と
し
て
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

初
日
は
、
仙
台
市
内
の
十
会

場
に
分
か
れ
て
、
分
科
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。各
分
科
会
で
は
、

研
究
課
題
に
迫
り
、
基
調
講

演
・
実
践
発
表
・
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
、
活
発
な
討

議
が
行
わ
れ
、
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。
私
が
参
加

し
た
第
八
分
科
会
で
も
、『
健

康
・
安
全
』
と
い
う
研
究
テ
ー

マ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

心
と
身
体
を
育
む
食
を
求
め
て
、

発
表
や
質
疑
応
答
等
、
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
食
」（
孤
食
・
個
食
・
固

食
・
小
食
・
粉
食
・
濃
食
・
五

食
）
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
昨
今
、「
こ
食
」
の
現
状
、
課

題
と
そ
の
解
決
策
が
論
議
さ
れ

た
り
、
地
産
池
消
・
郷
土
料
理

の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
お
話

を
拝
聴
し
ま
し
た
。
ど
れ
も
前

次
に
、
平
成
二
十
九
年
度
役
員

の
選
考
に
つ
い
て
、
岸
役
員
選

考
委
員
長
よ
り
報
告
が
あ
り
、

承
認
後
、
新
役
員
が
役
員
席
に

着
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
二
十
九
年
度

の
基
本
方
針
・
活
動
目
標
を
会

長
提
案
と
し
、
事
業
計
画
、
会

計
予
算
、
特
別
会
計
予
算
の
他
、

今
年
度
本
県
で
開
催
さ
れ
る

「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究

大
会
群
馬
大
会
」
の
開
催
に
つ

い
て
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
十

す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

群
馬
大
会
大
成
功
の
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
多
大
な
る
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
！

　

そ
し
て
最
後
に
、
群
馬
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
に
多
大
な
ご
尽
力

を
頂
き
ま
し
た
退
任
役
員
や
理

事
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
な

い
、
定
期
総
会
の
す
べ
て
が
終

了
し
ま
し
た
。

 

（
文
／
横
山
真
一
）

向
き
に
な
れ
る
内
容
で
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
カ
メ
イ
ア
リ
ー

ナ
仙
台
に
て
、
全
体
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
歓
迎
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
伊
達
政
宗
の
戦

勝
祈
願
の
歌
と
舞
、「
さ
ん
さ
時

雨
」
が
披
露
さ
れ
、
続
い
て
は

小
気
味
よ
い
テ
ン
ポ
、
躍
動
感

溢
れ
る
身
振
り
で
「
仙
台
す
ず

め
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
、
会
場

を
盛
り
上
げ
、
場
を
温
め
て
く

れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
全
体
会
開
会
式

で
す
。
大
会
実
行
委
員
長
の
挨

拶
の
な
か
で
は
、
震
災
の
体
験

に
触
れ
、
生
き
る
事
へ
の
感
謝

の
思
い
、
支
援
に
対
す
る
感
謝

の
思
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
次
回
開
催
地

引
継
ぎ
式
が
終
了
す
る
と
、
基

調
講
演
で
す
。『
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
挑
戦
』
と
い
う
題
目
で
、

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
三

宅
義
行
・
宏
実
親
子
の
楽
し
い

体
験
談
を
含
ん
だ
講
演
を
拝
聴

し
ま
し
た
。
最
後
に
大
会
宣
言

が
な
さ
れ
、
盛
大
の
う
ち
に
閉

会
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
会
場
内
で
は
、

震
災
や
放
射
線
に
関
す
る
ブ
ー

ス
も
あ
り
、
改
め
て
震
災
を
考

え
さ
れ
ら
れ
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。震
災
か
ら
六
年
が
経
過
し
、

震
災
後
、
東
北
に
て
初
め
て
開

催
さ
れ
る
大
会
で
す
が
、
い
ろ

い
ろ
な
事
を
思
い
、
考
え
さ
せ

ら
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

新役員紹介

祝辞　群馬県教育長　笠原 寛

群馬県参加者

仙台　すずめ踊り
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学
校
生
活
応
援
団

　

神
明
小
学
校
（
児
童
数
二
百
四

十
二
）
は
昭
和
五
十
四
年
四
月
に

設
立
さ
れ
た
桐
生
市
内
で
最
も
新

し
い
小
学
校
で
す
。
学
校
の
南
に

は
茶
臼
山
、
北
に
は
渡
良
瀬
川
が

流
れ
て
お
り
、
自
然
が
豊
か
な
環

境
で
す
。
平
成
二
十
五
年
に
児
童

が
考
案
し
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
し
ん

め
ち
ゃ
ん
」
は
様
々
な
学
校
行
事

で
活
躍
し
、
学
校
生
活
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
安
全
に
児
童
が
登

校
で
き
る
よ
う
に
毎
朝
大
き
な
交

差
点
で
当
番
制
に
よ
る
旗
振
り
活

動
、
普
段
の
児
童
の
清
掃
活
動
で

は
な
か
な
か
手
が
行
き
届
か
な
い

箇
所
の
校
舎
内
外
の
清
掃
・
除
草

活
動
、
さ
ら
に
運
動
会
・
持
久
走

大
会
で
の
お
手
伝
い
な
ど
も
実
施

し
、
学
校
生
活
の
応
援
と
な
る
活

動
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
専
門

部
で
あ
る
文
化
部
が
中
心
と
な
り
、

外
部
講
師
を
招
い
た
勉
強
会
・
親

草
津
イ
ズ
ム

　

草
津
町
は
温
泉
や
ス
キ
ー
で
賑

わ
う
観
光
地
で
す
。
そ
ん
な
草
津

町
の
唯
一
の
小
学
校
が
草
津
小
で

す
。
様
々
な
国
や
地
域
と
文
化
交

流
が
盛
ん
な
草
津
町
な
ら
で
は
の

開
放
的
な
雰
囲
気
と
、
ス
キ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す

る
関
心
の
高
さ
が
特
徴
で
す
。

　

学
校
の
特
色
と
し
て
は
、
冬
場

に
校
舎
に
隣
接
す
る
「
子
天
狗
・

孫
天
狗
」
と
い
う
名
の
ミ
ニ
ス
キ

ー
場
と
天
狗
山
ス
キ
ー
場
で
全
校

児
童
が
ス
キ
ー
授
業
を
実
施
し
ま

生
徒
と
共
に
取
り
組
む
「
学
校
林

手
入
れ
作
業
」

　

川
場
村
は
、
群
馬
県
北
東
部
、

武
尊
山
の
南
麗
に
位
置
し
、
森
林

面
積
は
村
土
の
八
十
三
％
を
占
め

て
い
る
中
山
間
地
域
で
、
人
口
約

三
千
五
百
人
の
小
さ
な
村
で
す
。

川
場
村
は
、
そ
の
豊
か
な
森
林
を

活
用
し
た
林
業
振
興
が
盛
ん
な
村

で
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
の
「
学
校
林
」
は
、

明
治
四
十
三
年
頃
、
当
時
の
村
長

が
川
場
村
の
将
来
の
財
政
を
潤
す

た
め
に
保
有
し
始
め
た
も
の
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
戦
後
は
、
中
学
校

の
「
学
習
林
」
と
し
て
活
用
さ
れ

た
時
期
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
学
校

林
」
の
名
称
は
そ
の
名
残
で
あ
る

よ
う
で
す
。

　
「
学
校
林
」
の
活
動
内
容
は
、

年
に
二
回
学
校
行
事
と
し
て
、
五

月
に
下
草
刈
り
作
業
、
十
月
に
防

火
線
手
入
れ
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
活
動
は
、
百
年
以
上
の

歴
史
を
有
し
、
開
始
以
来
生
徒
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
共
同
作
業
に
よ
り
支
え

て
き
ま
し
た
。
役
割
は
、
生
徒
が

鎌
や
草
か
き
等
に
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
草
刈
り
機
等
の
機
械
に
よ
り
、

半
日
を
掛
け
て
、
除
草
作
業
等
を

行
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
生
徒
数
の
減
少
に
伴

い
、
保
護
者
の
み
な
ら
ず
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
歴
代
正
副
会
長
会
の
方
々
や
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
等
大

勢
の
方
の
協
力
を
得
て
、
生
徒
と

共
に
活
動
し
、「
学
校
林
」
手
入
れ

作
業
を
支
え
て
頂
い
て
い
ま
す
。

こ
の
作
業
を
通
じ
、
生
徒
は
、
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
地
域
の
方
々

へ
の
感
謝
、
そ
し
て
、
愛
郷
心
を

育
む
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

今
後
も
本
校
の
伝
統
あ
る
「
学

校
林
」
手
入
れ
作
業
を
継
続
し
て

い
く
と
共
に
生
徒
た
ち
の
成
長
を

支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
文
／
石
田
信
幸
）

は
じ
め
て
の
役
員

　

は
じ
め
て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
ひ

き
受
け
、
文
化
教
養
部
の
部
長
を

や
ら
さ
れ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
本
部
と
三

つ
の
部
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

通
学
路
の
清
掃
、
放
課
後
の
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
や
奉
仕
作
業
と
い
っ

た
学
校
や
地
域
の
安
全
や
文
化
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
環
境
安

全
部
。
次
に
、
親
子
で
楽
し
む
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
や
運
動
会
な
ど
、

体
を
動
か
す
活
動
を
行
っ
て
い
る

保
健
体
育
部
。
そ
し
て
私
の
所
属

す
る
文
化
教
養
部
で
は
学
校
新
聞

「
南
の
窓
」
の
年
三
回
発
行
や
講

師
を
お
招
き
し
て
の
子
育
て
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
の
行
事
が
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
持
ち

帰
っ
て
く
る
行
事
の
お
便
り
や
新

聞
な
ど
何
気
な
く
目
を
通
し
て
い

ま
し
た
が
、
自
分
が
役
員
と
し
て

関
わ
り
携
わ
っ
て
み
て
、
は
じ
め

親
子
で
楽
し
む
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

本
校
は
群
馬
県
南
部
に
位
置
す

る
玉
村
町
に
あ
り
、
前
橋
市
・
高

崎
市
・
伊
勢
崎
市
・
藤
岡
市
の
四

市
に
囲
ま
れ
、
北
に
は
利
根
川
、

南
に
烏
川
が
あ
り
、
赤
城
、
榛
名
、

妙
義
山
を
一
望
で
き
水
田
の
広
が

る
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
。
そ

ん
な
玉
村
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
児
童
数
四
百
三
人
が
通
う
小

学
校
で
す
。

　

当
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
子
ど
も
た
ち
の

健
全
な
成
長
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
に
お
け

る
教
育
に
関
し
て
、
親
と
教
師
が

協
力
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
く
こ
と
を
活
動
方
針

と
し
て
い
ま
す
。

専
門
部
と
し
て
は
、学
年
学
級
部
、

教
養
部
、
広
報
活
動
部
、
地
域
環

境
部
が
あ
り
、
ま
た
各
部
の
中
に

母
親
委
員
一
名
、
推
薦
委
員
一
名

が
お
り
ま
す
。

　

各
専
門
部
は
年
間
の
事
業
計
画

を
基
に
精
力
的
に
活
動
し
て
お
り
、

本
年
度
は
劇
団
青
い
鳥
テ
ィ
ア
テ

ィ
カ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
に
よ
る
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
「
大
泥
棒
ホ
ッ
ツ
エ
ン

プ
ロ
ッ
ツ
」
を
教
養
部
と
学
校
の

合
同
で
開
催
し
ま
し
た
。
保
護
者

の
方
々
も
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、

子
ど
も
た
ち
と
共
に
楽
し
い
時
間

を
過
ご
せ
て
い
た
だ
け
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
目
の

前
で
演
じ
ら
れ
る
本
格
的
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
心

に
残
る
と
と
も
に
素
敵
な
体
験
が

で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
に
親
子
体
験
教

室
と
し
て
「
ぴ
か
ぴ
か
光
る
泥
団

子
づ
く
り
」
や
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
支
え
る
環
境
づ
く

り
と
し
て
「
わ
が
家
の
あ
っ
た
か
ル

ー
ル
づ
く
り
」、
通
学
路
を
親
子
で

歩
き
、
危
険
な
箇
所
を
見
つ
け
通

学
路
の
安
全
を
確
保
す
る
校
区
内

点
検
や
、
災
害
等
に
備
え
た
講
演

や
命
を
育
む
講
演
な
ど
を
行
い
、

学
校
と
地
域
の
協
力
を
頂
き
な
が

ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。�

（
文
／
内
田
貴
之
）

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
実
り
多
い

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

　

東
毛
地
区
の
邑
楽
町
北
部
に
位

神
明
小
学
校

草
津
小
学
校

川
場
中
学
校

南
小
学
校

桐
生
市

吾
妻
郡

利
根
郡

太
田
市

中
央
小
学
校

高
島
小
学
校

佐
波
郡

邑
楽
郡

置
す
る
美
し
い
田
園
と
、
緑
に
囲

ま
れ
た
本
校
は
児
童
数
二
百
名
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
人
数
の

良
さ
を
生
か
し
な
が
ら
先
生
方
に

は
熱
心
に
ご
指
導
頂
い
て
お
り
、

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
の
び
の
び

と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
米
作
り
で
は
渡
良

瀬
川
の
水
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

本
校
の
特
色
の
一
つ
は
、
三
年
生

か
ら
六
年
生
の
渡
良
瀬
川
に
関
す

る
川
学
習
で
す
。
特
に
六
年
生
で

は
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
だ
け
で
な

く
、
足
尾
鉱
毒
事
件
で
人
々
の
生

活
を
守
る
為
に
奮
闘
し
た
田
中
正

造
や
、
渡
良
瀬
遊
水
地
の
存
在
意

義
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
こ
の
川

学
習
で
学
ん
だ
自
然
や
歴
史
に
つ

い
て
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

　８月25日、26日と日本PTA全国研究大会仙
台大会に出かけ、雨の仙台から、カラッと晴れ
た前橋に戻りました。
　明けて、「ぐんまPTA広報」前期の第２回の会
議に出席、各担当校のPTA活動報告を読ませて
頂きました。
　全国研究大会で、熱く、やさしく、子どもたち
のために活動していることを知り、また、群馬県
内単位PTAでも同じく、子どもたちのために活動
していることに触れ、PTAの「つながり」を感じ、
パワーを頂いた夏でした。 (星野祝子)

−編集委員−
髙山 英記（伊勢崎・二中）
横山 真一（藤岡・鬼石中）
星野 祝子（前橋・第五中）
内田 貴之（玉村・中央小）
柳沢 博文（藤岡・西中）
山宮 敏夫（沼田・白沢中）

青山 謙二（邑楽・高島小）
野村 　篤（桐生・神明小）
若狭 大介（太田・南小）
市川 祥史（吾妻・草津小）
石田 信幸（利根・川場中）

編 集 後 記 一般社団法人群馬県ＰＴＡ
安全互助会から

　PTA安全互助会は、PTA活動中に傷害事故
等に遭われた会員に共済金・見舞金の給付を
行うなど、会員が安心してPTA活動に参加で
きるよう事業を実施しています。
　昨年度は、64件の事故が発生しおよそ
2800,000円(平成27年度中の事故に給付し
た金額を含む)の共済金等を給付しました。
　PTA活動は、事故防止が一番大切なことで
すが、事故が発生したときには速やかに安全
互助会への手続きをしてください。

紙面が今号から少し大きくなり、Ａ３版にな
りました。今後とも読みやすい広報にしてい
きたと思います。広報紙にご意見等ありまし
たら、事務局にご連絡ください。

第49回 日本ＰＴＡ関東ブロック研究大会群馬大会

　分科会及び全体会はそれぞれ担当の郡市を中心に、全県を挙げて準
備に取り組んでいます。参加者は、各郡市Ｐ連の尽力で定員数が集ま
りました。ご協力ありがとうございました。
　思い出に残る素晴らしい大会にするため、当日まで皆様のご協力を
よろしくお願いいたします。

(大会シンボルマーク)髙野詩莉さん(26年度吉岡中3年)の作品

日　時：平成29年10月21日（土）・22日（日）
会　場：高崎市音楽センター　他
スローガン：「伝統　自尊感情　自立した大人への架け橋
　　　　　　�～絹の国から　未来を自分らしく生き抜く子どもたちを育てる

ために～」
分 科 会　10/21(土)　７分科会高崎市各会場
　　　　　　�｢組織運営｣｢環境｣｢情報｣｢家庭教育｣｢健康・食育｣｢安心安全｣
　　　　　　｢地域連携」
全 体 会　10/22(日)　群馬音楽センター
　　　　　　記念講演　講師：阿部�祐二�氏(テレビレポーター)

地
域
で
育
て
る
子
ど
も
た
ち

　

藤
岡
市
で
は
、
小
中
一
貫
校
と

い
う
ス
タ
イ
ル
で
す
。
地
域
の
人

た
ち
も
児
童
、
生
徒
も
隔
た
り
の

な
い
活
動
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
、
本
校
活
動
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

　

西
中
校
区
の
子
ど
も
は
誰
に
で

も
よ
く
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。
西

中
生
徒
が
小
学
校
の
校
門
で
、
児

童
と
手
と
手
を
タ
ッ
チ
し
な
が
ら

朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
。
ま
た
、
地

域
の
大
人
も
子
ど
も
た
ち
に
積
極

的
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
子
ど
も

た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
に
は
こ
の

活
動
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
根
付

い
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

他
に
も
生
徒
と
児
童
で
い
ろ
い

ろ
な
議
題
に
つ
い
て
意
見
を
出
し

合
う
「
西
中
連
携
型
小
中
一
貫
校

サ
ミ
ッ
ト
」
や
、
一
年
生
に
よ
る

母
校
訪
問
と
い
う
小
中
の
交
流
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
活
動
の
お
か
げ
で
本
校

の
雰
囲
気
は
先
生
と
生
徒
ま
た
そ

の
親
た
ち
と
、
と
て
も
明
る
く
、

楽
し
く
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
距
離
も
と
て

も
近
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。
私
た

ち
親
も
学
校
に
行
く
の
が
楽
し
み

な
く
ら
い
で
す
。

　

で
す
が
、「
全
て
が
順
風
満
帆
に
」

と
い
か
な
い
時
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
時
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
困
っ
た
こ

と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
相
談
、
対
処

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
藤
岡
市
教
育
委
員

会
主
催
の
「
い
じ
め
問
題
解
決
に

向
け
た
教
育
懇
談
会
」
に
大
勢
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
や
地
域
の
人
た
ち
が

参
加
し
、
多
く
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
す
。
大
人
が
地
域
の
子
ど

も
た
ち
を
し
っ
か
り
見
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
ア
ピ

ー
ル
し
、
そ
し
て
「
誰
で
も
学
校

に
行
く
こ
と
が
楽
し
い
」
と
思
え

る
人
が
増
え
る
よ
う
活
動
し
て
い

ま
す
。
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西
中
学
校

藤
岡
市

が
主
役
に
な
り
、
体
験
し
た
こ
と
、

学
ん
だ
こ
と
を
ま
と
め
て
い
き
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
小
学
校
生
活
の

中
で
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
貴

重
な
成
長
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
川
学
習
を
安
全
で
、
実
り
あ

る
も
の
に
す
る
べ
く
、
学
校
職
員

と
保
護
者
が
一
体
と
な
っ
て
協
力

し
、
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
本
部
役
員
、

地
区
役
員
（
体
育
部
、
交
通
補
導

部
、
広
報
部
、
文
化
部
、
学
年
部
）

で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
取
り
組
み
と
し

て
、
ま
ず
、
役
員
数
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
特
定
の

区
か
ら
選
出
さ
れ
る
割
合
が
高
く
、

負
担
が
掛
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、

来
年
度
か
ら
は
他
の
区
と
ほ
ぼ
同

す
。
こ
の
授
業
は
、
本
当
に
多
く

の
方
の
協
力
が
必
要
で
、
先
生
と

高
学
年
に
よ
る
整
備
か
ら
始
ま
り
、

高
学
年
の
天
狗
山
ア
ル
ペ
ン
授
業

で
は
二
十
七
名
の
保
護
者
が
講
師

や
サ
ポ
ー
ト
等
に
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
送
迎
で
は
各
旅
館
の
協
力

に
よ
り
六
台
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

用
意
し
て
頂
き
ま
し
た
。
私
も
低

学
年
の
授
業
に
二
回
参
加
し
ま
し

た
。
後
日
、
児
童
か
ら
感
謝
の
手

紙
を
頂
き
す
ご
く
感
動
し
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
も

ス
キ
ー
、
水
泳
、
空
手
な
ど
九
種

目
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
も

多
く
の
コ
ー
チ
・
関
係
者
が
携
わ
り

「
草
津
の
人
っ
て
す
ご
い
よ
ね
。」
と

い
う
と
「
俺
た
ち
も
同
じ
よ
う
に

し
て
も
ら
っ
た
か
ら
ね
。」
と
口
を

そ
ろ
え
て
言
い
ま
す
。

　

草
津
町
に
は
「
早
朝
美
化
活
動
」

と
い
う
三
十
五
年
も
続
く
活
動
が

あ
り
ま
す
。
早
朝
六
時
か
ら
、
ゴ

ミ
拾
い
を
展
開
し
ま
す
。
観
光
立

町
で
す
か
ら
、
町
中
の
ゴ
ミ
拾
い

は
有
意
義
で
す
し
、
お
客
様
か
ら

「
ご
苦
労
様
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、

親
子
で
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
地
域
に

貢
献
す
る
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
勿
論
、
他
に
も
子

ど
も
と
携
わ
る
機
会
・
活
動
・
行

事
が
多
い
草
津
は
、
先
生
・
保
護

者
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
コ
ー
チ
・
お

て
知
る
こ
と
が
多
く
、
み
ん
な
の

意
見
を
聞
き
ま
と
め
、
形
に
し
て

い
く
こ
と
の
大
変
さ
を
少
し
ず
つ

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

他
に
も
た
く
さ
ん
の
行
事
や
活
動

が
あ
り
ま
す
。
先
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
、
学
級
委
員
さ
ん
た
ち
と
協
力

し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
保
護
者

の
方
が
子
ど
も
の
た
め
に
子
ど
も

と
一
緒
に
楽
し
く
、
と
進
ん
で
参

加
し
た
く
な
る
雰
囲
気
作
り
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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等
に
な
る
よ
う
に
検
討
し
ま
し
た
。

ま
た
、
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、

こ
れ
ま
で
交
通
補
導
部
に
よ
る
月

２
回
の
実
施
の
み
で
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
が
毎
日
安
全
に
下
校
で

き
る
よ
う
に
、
保
護
者
全
員
で
協

力
し
、
今
年
度
九
月
よ
り
パ
ト
ロ

ー
ル
の
活
動
日
を
大
幅
に
拡
大
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

ま
た
良
好
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
、
学
校
職
員
と

保
護
者
が
協
力
し
合
い
、
日
々
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て
考
え
、
見

直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
改
善
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
も

そ
の
視
点
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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子
で
楽
し
め
る
観
劇
・
サ
イ
エ
ン

ス
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
も
開
催
し
学
校

と
保
護
者
が
協
働
で
き
る
活
動
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

神
明
小
学
校
の
あ
る
桜
木
地
区

と
呼
ば
れ
て
い
る
地
域
に
は
本
校

を
含
め
た
二
つ
の
小
学
校
、
一
つ

の
中
学
校
、
一
つ
の
高
校
が
あ
り

「
桜
木
地
区
学
校
連
携
を
す
す
め

る
会
」
と
い
う
組
織
が
あ
り
ま
す
。

各
校
が
情
報
交
換
や
交
流
活
動
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
学
校
間
の
絆

や
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
深
ま
り
、

保
護
者
も
安
心
し
て
子
ど
も
を
学

校
に
送
り
出
せ
る
安
定
し
た
地
域

づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
活
動
を
通
じ
て
地
域
の

方
々
と
協
力
し
な
が
ら
充
実
し
、

安
全
安
心
な
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
地
域
の
教
育
環
境
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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客
等
、
多
く
の
大
人
に
見
守
ら
れ

携
わ
る
こ
と
で
草
津
っ
子
は
草
津

イ
ズ
ム
を
育
み
、
成
長
し
て
い
く

よ
う
に
思
い
ま
す
。
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校舎全景

川学習におけるボート体験

スキー教室 しんめちゃん

中学生による小学校でのあいさつ運動

「学校林」手入れ作業

「大泥棒ホッツェンプロッツ」

お 知 ら せ


